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マ

ン

ゴ

島
の

利
用
に
つ

い

て

　
五

島
昇
会
長
は、

こ

と
し
一

月
三

十
一

日

の

新
年
会
で

フ

ィ

ジ

：

の

マ

ン

ゴ

島
（
太

平

洋
学
会
誌
第

29
号
参
照
）

に

関
し、

「

二

十

年
間
は

商
業
目
的
に

は

使
わ
な

い

の

で、

そ

の

聞
の

商
業
目
的
以
外
の

使
い

方
に

つ

い

て、

太
平
洋
学
会
会
員
の

み
な

さ
ん

の

ア

イ

デ

ア

を

大
い

に

期
待
し

て

い

る
」

旨、

述
べ

ら

れ

た
。

　
そ

こ

で
、

会
員
各
位
の

こ

発
案
の

叩

き
台

の

ひ

と
つ

と

し

て、

私
の

試

案

を

述
べ

て

み

た

い

と
思
う

。

太
平
洋
諸
島
開
発
の

モ

デ
ル

づ

く
り

　
そ

の

後、

そ

の

メ

ン

バ

ー

も
存
在
意
義
も

変
わ
っ

て

き
た

が、

米
国、

英
国、

フ

ラ

ン

ス
、

オ

ラ

ン

ダ、

オ

ー

ス

ト

ラ

リ

ア
、

　
ニ

ュ

ー

ジ

ー

ラ

ン

ド

の

六
力

国

に

よ
（、

て

SPC

（
ω（v
簿
7

マ
鋤

Ω
aoO

（）
33

房
の

δ
コ

）
が

形

成

さ

れ

た

の

は、

第一
．

次
大
戦
後
間
も
な

い
一

九
四

七
年
二

月
の

こ

と

で

あ

る
。

そ

れ
以

来、

多
く

の

国
際
機
関
が

太

平
洋
諸
島
の

経
済
・

社
会
開
発

に

関
わ
っ

て

き
た
；

　
現

在
で

は

SPC

の

ほ

か

に
、

国

連
の

諸

機
関、

SPF

（
SPEC

） 、

PIDP

な

ど

を

は

じ
め

と

し

て、

太

平
洋
諸
島
の

経

済
・

社
ム

訟

の

開
発
・

発

展
に

関

わ

る

国
際
機

関
は

二．
白

を

超
え
る

。

　
し

か

し

な

が

ら、

長
い

年

月
と

巨
大
な

金

額
と、

膨
大
な

延
べ

投
入
人
員
と

に

も
拘

ら

ず、

開
発
の

参
考
モ

デ

ル

と

な

る

島
ま
た

は

村
と

い

う
も

の

は
一

つ

も

な

い

の

で

あ
る

。

そ

し

て、

国
際
機
関
や

先
進
国

の

協
力
．

擾

助
の

結
果、

ポ

：

ト

モ

レ

ス

ビ

ー

や

ス

パ

に

見
ら

れ

る
よ

う

に、

都
市
へ

の

人
口

流
入

と

都
市
で

の

犯
罪
の

激
増
が

起
こ

り、

さ

ら

に

は

失
業
の

増

大．

頭
脳
お

よ

び

良
質
労
働
力

の

国
外
流
出
が

顕
著
な

現
象
と

な
っ

て

い

る口．

　
こ

れ

は
協
力

や

援
助
が、

主
と

し

て

国

／

領
域
を

対
象
に

行
わ

れ、

伝
統
的
な
コ

ミ
ュ

　
＝
ア

ィ

ー

で

あ
る

村
を

対
象
と

し

て

行

わ

れ

な

か
っ

た

た

め

で

あ
る

と

い

え

る
。

　
も

ち

ろ

ん

今
後
と
も、

国

／
領
域
を

対
象

単
泣
と
し

て

の

協
力
や

援
助
が

行
わ

れ

ね

ば

な

ら

な

い

が
、

こ

れ

と

並
行
し

て、

一

つ

ず

つ

の

村
に

対
し

て

の

開
発
協
力
が、

よ

り
一

層、

強
力
に

行
わ

れ

ね

ば

な

ら
な
い、、
．

つ

一

つ

の

村
が

向
上
す
る

こ

と

に

よ
っ

て、

困

／
領

域
全

体
が

潤
い、

か
つ

自

立

力
を
高
め

て

く

る
の

で

あ
る．．

　
し

か

し、

外
部

か

ら
の

協
力
・

擾
助
を

主

た

る

要
因
と

し

て、

い

き
な

り
一

つ

の

村
を

開
発

す
る

こ

と

は、

生

活
環

境
を

激
変
さ

せ
、

中

島

洋

伝
統

的
生
活
秩
序
を
破
壊
す
る

リ

ス

ク

を

伴

う
。

そ

こ

で、

開

発
モ

デ
ル

村
が

必
要
と

な

っ

て

く

る．、

そ

し

て、

こ

の

モ

デ

ル

村
の

開

発

は
、

ア

ト

ー

ル

の

村
に

も
火
山
島
の

村
に

も
参
考
に

な

る

も
の

で

な

く

て

は

な

ら

な

い
。

　
し

た

が
っ

て、

適
当
な

条
件
を

備
え

た

無

人
島
に
、

［
早
角
心

に

新
た

に

モ

デ
ル

村
を

設宀
止

し、

多
様

な

角
度
か

ら

開
発

実
験
を
行
う
こ

と

が

望
ま

し
い

。

　
マ

ン

ゴ

島
は、

基
本
的
に

は

無
入

島
な

の

で、

こ

こ

に

入

日
一

五（
し

な
い

し
二

〇（
U
人

の

入

L
の

（

自

然
発

生
的

で

な

い
）

村
を

設

定
し
、

さ

ま
ざ
ま

な

村
起
こ

し

プ
ロ

ジ
ィ一

ク

ト

を

実
施
す
る

こ

と

を
提
言
す
る

所

以
で

あ

る
。

モ

デ
ル

村
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

　

モ

デ
ル
U
村

の

村冖
氏

は、

三

年
以
ト南
住
む
こ

と

を

基
本
的、
な

条
件
と

し

て、

フ

ィ

ジ

ー

の

み

な

ら

す、

全
太
平
洋
諸
島
か

ら

募
集
し、

村
民

は、

農

業、

漁
業、

オ

フ

ィ

ス

勤
務
な

ど
、

現

在、

太

平
洋
島
嶼
諸
国
／
領
域
の

主

島
の

住
民
が

行
っ

て

い

る
一

般
的

な

生
活
を

行

う、．

　

た

だ

し、

現
在、

太
平
洋
島
嶼

諸
国
／
領

域
が、

機
械
や

車
両
以

外
に

輸
入

す
る

主

要

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　

血

品
目
は・

磊
製
品
と

食
料
品
で

あ
る

か．

嘉

こ

の

村
で

は、

エ

ネ

ル

ギ

…

用
の

燃
料
と、

町

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　
し

嗜
好
品
を

除
く
一

般
的
な

食
料
品

は

自
給
目

山

足
を

達
成
す
る

も
の

と

す
る。
　
　

　
　

k

こ

こ

で

最
初
に

必

要
と

な

る
も

の

は
エ

ネ
 

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　

厩

ル

ギ

ー

源
で
、

ま
ず
波
力
ま
た

は

風
力

で

発
箆

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　

　

電
し、

そ

の

エ

ネ
ル

ギ

ー

に

よ
っ

て

コ

コ

ナ
ト

ッ

オ

イ

ル

の

搾
油
゜

精
製
を
行
い
・

生

奮▼
M

れ
た

精
製
コ

コ

ナ

ツ

オ

イ

ル

に

よ
っ

て

テ

ノ、
ー

ゼ

ル

発
電
機
を

動
か

し、

そ

の

電

力
は

漁
獲
物
や

農
作
物
の

た

め

の

冷
凍
・

冷
蔵
盧

や

各
家
庭

に

供
給
さ

れ

る
。

ま
た
コ

コ

ナ

ツ

オ

イ

ル

に

よ

っ

て

デ
ィ

ー

ゼ

ル

・
エ

ン

ジ

ン

の

ト

ラ

ク

タ

…

や

ト

ラ

ッ

ク

を

動
か

す

こ

と

が
で

き

る
。

　
ま

た
、

マ

ン

ゴ

島
に

は詣
允

分
な

水
が

あ
る

が
、

数
ケ

月
に

わ
た
っ

て

隆
雨
が

な

い

場
合

に

備

え、

さ
ら

に

は

ア

ト

ー

ル

の

た

め

の

参

考
に

な

る

よ

う
に
、

滑
走
路
を

造
成
し、

マ

ー

シ

ャ

ル

の

マ

ジ

ュ

ロ

の

よ

う
に
、

こ

れ

を

ウ

ォ

ー

タ

ー

・
キ

ャ

ノ

チ

メ

ン

ト

と

し

て

も

利
用

す

る
。

　
（

パ

ラ

オ

の

ベ

リ

リ
ュ

ー

に

も

滑
走
路
を

利
用
す
る

小
規
模
な

ウ
ォ

ー

タ

…

キ
ャ

ゾ

チ

メ

ン

ト

が

あ

る
）

。

　
7

て

れ

ば

か

り

か、
　

こ

の
湿

肩

走
路
の

風
」

L

側

の
一

部
は

塩

田

と

し

て

利
用
し、

フ

ィ

ジ

ー

諸
島
全

体
の

食
塩
を

生
産
し、

さ

ら

に

工

業

塩
と

し

て

も
移
出
あ
る

い

は

輸
出
す
る

。

日

本
政
府
の

グ
ラ

ン

ト

　
こ

の

モ

テ

ル
U

村

を
設

定
し

運
営
÷
丿

る

た

め

に

必

要

な

基
本
的
な

開

発
接
助
は、

次
の

通
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り

で

あ
る

。

一
、

波
力
ま
た

は

風
力
発
電
装
置
の

設

置
。

二
、

コ

コ

ナ

ツ

オ

イ
ル

を
用

い

る

こ

と
の

で

　
き
る

デ
ィ

ー

ゼ

ル

発
電
機
お

よ

び
デ
ィ

ー

　
ゼ

ル

・
エ

ン

ジ

ン

の

開
発
と

そ
の

製
品
の

　
供
与

。

三
、

滑

走
路
お

よ

び

付
帯
設
備
の

建
設

。

四、

モ

デ
ル

村
村
民
の

住［
店

の

建
設
お

よ

び

　
水
道
・

電
線
等
の

敷
設

。

五、

冷
凍
・

冷
蔵
庫
の

設
置

。

六
、

地

下
貯
水
槽
の

設
置

。

七、

二

万
ト

ン

ク

ラ
ス

の

船
舶
の

た

め

の

岸

　
壁
お

よ

び
付
帯
設
備
の

建
設

。

八、

小
型
船
舶
お

よ

び

小
型
漁
船
の

供
与

。

　
以
上
に

要
す
る

総
費
用
は、

約
五

千
万
ド

ル

（
一

ド
ル

一

五

〇
円
換
算
で

七
五

憶
円）

程
度
と

思
わ
れ

る

が、

こ

の

費
用
は

す
べ

て

日

本
政

府
の

無

償
資
金
協
力
に

よ
っ

て

賄
う

も
の

と

す
る

。

　
因
に、

わ
が

国
の

ODA

（

政
府
開
発
援

助）

に

関
す
る

第
三

次
中
期
目
標
で

は、

一

九
八

六

年
か
ら
一

九
九
二

年
ま
で

の

七
年
間

の

ODA

実
績
総
額
を

四

〇
〇
億
ド

ル

以

上

と
す
る

こ

と
を

目
指
し

て

お

り、

五

千
万
ド

ル

と

い

う

数
字
は、

そ

の

〇

二
二

五

％

以

下
に

当
た

る
。

　
こ

の

モ

デ
ル

村
を
設
定
す
る

こ

と

に

よ
っ

て、

日

本
政
府
は
、

太
平

洋
諸
島
へ

の

開
発

援
助
に

関
し、

継
続
的
か

つ

長
期
に

わ

た
っ

て

実
地
に

調
査
を

行
う
こ

と
が

で

き

る
モ

デ

ル

を

持
つ

こ

と

に

な

り、

そ

の

調

査
を
ふ

ま

え
て、

つ

ね
に

効
果
的
か

つ

効

率
的
な

援
助

を

実
施
す
る

こ

と

が

で

き
る

。

　
ま

た
、

こ

の

モ

デ

ル

村
に

対
す
る

開
発
援

助
は、

カ

テ

ゴ

リ

ー

ご

と

に

分
け

ら

れ

番
号

が

ふ

ら
れ、

そ

れ

ぞ

れ

の

評
価
や

問
題
点
が

明
確
に

さ

れ

る
の

で
、

ど

の

よ

う
な

援
助
が

ど

の

よ

う
な

条
件
に

適

合
す
る

か
と

い

う

こ

と

も
わ
か

っ

て

く

る
の

で

あ
る。

太
平
洋
財
団
（
仮
称）

の

設
立

　
さ
て、

こ

の

よ

う

な

モ

デ
ル

設
定
に

対
し

日

本
政
府
が

無
償

資
金

協
力
を

行
っ

た

と
し

て

も、

こ

の

モ

デ

ル

村
が

充
分
に

か

っ

長
期

的
に

機
能
す
る
べ

く
コ

ー

デ
ィ

ネ

ー

ト

し、

こ

の

モ

デ

ル

に

つ

い

て、

継
続

的
な

調
査
・

研

究
を

実
施
す
る

機
関
が

必
要
で

あ
る

。

　
こ

れ

に

つ

い

て

は、

基
本
財
産
一

〇
（

U
億

円

程
度
の

財
団
（
庄

ご

を

設
立
し、

マ

ン

ゴ

島
に

お

け
る

他
の

非
営
利
事
業
と
並
行
し

て、

モ

デ
ル

村
が

機
能
す
る

た

め

の

コ

ー

デ

ィ

ネ

ー

ト
、

な

ら

び

に

モ

デ
ル

村
の

各
分
野

に

関
す
る

調
査
を
実
施
す
る

こ

と

と

す
る

。

　

ハ

注

こ

昭
和
五

九
年
四

月
現
在、

日

本

に

お

け

る

比
較
的
大
規
模
な

財
団
と

し

て

は

左

記
の

よ

う

な

も
の

が

あ
る

。

括
弧
内
は

基

本
財
産。

　
放
送

文
化
基
金

（
一

二
一

億
円
）

　
稲
盛

財
団
　

　
ハ
一
（

Ψ

四
・

九

億
円）

　
ト

ヨ

タ

財
団

　
（

七
〇
億
円
）

太
平
洋
財
団
の

事
業

　

太
平

洋
財
団
は
、

前
述
の

モ

デ
ル

に

関
す

る

調

査
・

研
究
事
業
の

ほ

か、

次
の

よ

う

な

事
業
を

行
う

。

一
、

太

平

洋
諸
島
民
を
対
象
と

す
る

職
業
訓

　

練
所
の

設
立

と

運

営
。

二、

ト

ラ

イ

ネ

シ

ア

に

関
す
る
デ

ー

タ
・

バ

　

ン

ク

の

設
立

と

運

営
。

三、

ト

ラ

イ

ネ

シ

ア

に

関
す
る
一

般
的
な

調

　

査
と
研
究。

四、

太
平
洋
諸
島
民
へ

の

奨
学
金
の

提
供。

五、

父
子
関
係
特
別

プ
ロ

グ

ラ

ム

の

実
施。

　
一

か

ら

四

に

つ

い

て

は

説
明
の

必

要
は

な

い

と
思
わ

れ

る

の

で

省
略
し

、

五
に

つ

い

て

だ

け
概
略
を

述
べ

て

み

た
い

。

　
か

つ

て

は

子
は

親
の

働
く

姿
を
見
て

育
っ

た
。

し

か

し

社
会
の

近
代
化
と

と
も
に、

ま

ず
父
親
の

働
く

姿
を

見

な

い

で

育
っ

子
供

が

増
え

た
。

ま
た

テ

レ

ビ

の

普
及
に

よ
っ

て、

親
子
が

と

も
に

食
卓

を

囲

ん

で

も

会

話
が

め

っ

き
り

減
っ

て

い

る
。

　

さ

ら
に

最
近

で

は、

子
供
の

塾
通
い

や

フ

ァ

ミ

コ

ン

へ

の

熱
中
か

ら、

父
子
の

会
話
は

一

段
と

減

少
し

て
い

る
。

　

家
庭
に

お

け
る

父

権
の

減
少
や、

父

子
間

の

コ

ミ
ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

の

過
少
が、

子
に

ど

の

よ

う

な

影
響
を

与
え

る

か

と

い

う

問
題

は

専
門
家
に

委
ね

る

と

し

て、

「

父

子

関

係

特
剥

プ

ロ

グ

ラ

ム
」

と

は、

父
子
が

＝
疋

期

閤
を
マ

ン

ゴ

島
で

過

ご

し

つ

つ
、

予
め

定
め

ら

れ

た

プ
ロ

グ

ラ
ム

を

こ

な

し、

そ
の

過
程

で

互

い

に

知
力
・

休
力
を
養
い
、

信
頼
感
を

高
め
、

生
涯
の

糧
と

な

る

日

々

を

つ

く
り

出

す
も
の

で

あ
る

。

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

 

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
四

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

馳

　

父

子
関
係
特
別

プ
ロ

グ
ラ
厶

　

　
　
珊

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
m

　
マ

ン

ゴ

島
で

の

滞
在
期
間
は

最
低
一

週
間
沁

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　

し

と
し、

父
子
が

次
の

よ

う

な

様
々

な

プ
ロ

グ
。

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
．
1

ラ

ム

を

こ

な

し

な

が

ら
生
活
す
る。

・

漁
具

づ

く
り

と

漁
撈

・

料
理

・

動
植
物
観
察
・

動
植
物
標
本
づ

く
り

・

テ

ン

ト

張
り

●

カ

ヌ

ー

の

建
造

・

パ

ー

テ
ィ

ー

の

主

催

●

家
具

づ

く

り

・

プ

レ

ハ

ブ
住
宅

の

建
設

・

薬

草
採
取

●

動
物
・

魚
介
類

の

養
殖
の

研
究

。

衣
股

の

縫
製

・

水
泳
・

ス

キ
ュ

ー

バ

ダ

イ

ビ

ン

グ

●

ハ

ム

・
ソ

ー

セ

ー

ジ

の

制
癶

造

●

バ

タ

ー
。

チ

ー

ズ

の

製
造

●

測

量

と

地
図
の

作
成

　
以

上
は
一

紐
の

父
子
が

チ

ー

ム

と

な
っ

て

行
う

だ

け
で

な

く、

た

と

え

ば

日

本
入

の

父

子

と

ア

メ

リ

カ

人
の

父

子
が

チ

ー

ム

と

な
っ

て

行

う

こ

と

も
で

き
る

。

　
滞
在
期
間
は、

日

本
人
の

場
合
ほ

と

ん

ど

の

父

子

が
一

週

問
が

限

度
で

あ
ろ

う
が

、

欧

米
人
の

中
に

は

四

週
間
も
六
週

間
も
滞
在
す

る

入
た

ち

が

い

て、

こ

の

よ

う

な

国
際
交
流

か
ら、

日

本
人

と

欧
米
入、

あ

る

い

は

欧
米

人
と

ア

ジ

ア

人
の

生
活
様
式
の

違
い

も

自
然

に

わ
か
っ

て

き

て
、

文
化
の

相
互

理

解
の

促

進
も
期
待
さ

れ

る
。
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